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訓
練
の
内
容
や
目
的
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ

を
、
広
報
お
お
い
そ
８
月
号
配
布
と

併
せ
て
全
戸
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

安
否
確
認
方
法
な
ど
地
区
に
よ
っ
て

内
容
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
安
否
確
認
訓
練
後
に
実
施
す
る
国

府
小
学
校
会
場
に
も
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

問
　
危
機
管
理
課

　
☎
内
線
２
４
１
・
２
４
４

　
災
害
が
発
生
し
た
際
、
町
や
消
防

な
ど
、
関
係
機
関
が
被
害
の
拡
大
防

止
や
負
傷
者
の
救
助
（「
公
助
」）
に

あ
た
り
ま
す
が
、
対
応
に
は
ど
う
し

て
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
自
分
の
身
を
自
分
の
努

力
に
よ
っ
て
守
る
「
自
助
」
や
、
地

域
や
近
隣
の
人
が
集
ま
り
、
互
い
に

協
力
し
な
が
ら
防
災
活
動
を
行
う

「
共
助
」
の
取
組
み
が
重
要
で
す
。

　
本
年
は
「
発
災
か
ら
避
難
所
開
設

ま
で
の
間
」
に
地
域
で
取
り
組
む
べ

き
内
容
と
し
て
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、﹃
安
否
確
認
訓
練
﹄
を
町
内
各

地
区
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
区
で
の
安
否
確
認
訓

練
終
了
後
、
国
府
小
学
校
の
体
育
館

や
校
庭
を
会
場
と
し
た
、
防
災
フ
ェ

ア
や
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
放
水
訓
練
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
つ
体
験

や
、
防
災
情
報
な
ど
が
い
っ
ぱ
い
で
、

楽
し
み
な
が
ら
防
災
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
建
築
士
事
務
所

協
会
・
町
都
市
計
画
課
に
よ
る
住
宅

耐
震
無
料
相
談
会
も
同
時
開
催
し
ま

す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

「
そ
の
と
き
ど
う
す
る　

自
分
は 

近
所
は 

地
域
は
」

８
月
₂₁
日
（
日
）
午
前
８
時
₃₀
分
か
ら

大
磯
町
　
総
合
防
災
訓
練

問
　
危
機
管
理
課
　
☎
内
線
２
４
１
・
２
４
４

一般的な訓練の流れ
８：30

８：33

10：00

12：00

地震発生！（防災行政無線放送）
①シェイクアウト（身を守る安全確保行動）
震度速報放送（防災行政無線放送）
◎安否確認訓練開始
②各家で、地区で決められた安否の掲示を行う（安
否旗、タオル等）。
③隣近所で掲示が出ていない家に、声かけをしましょ
う（皆さんで組長さんが行う安否調査を手伝う)。
☆掲示が出ていない家に対しては、組長さんを中心
に声かけをして理由を確認！
④組長さんが受持ち区域の安否をまとめ、区長さん
に報告。
国府小学校会場訓練開始
防災フェア、避難所体験、スタンドパイプ放水体
験など
全訓練終了

※荒天などにより中止する場合は、当日午前８時に防災行
政無線で放送します。

◎避難所体験
　大磯町が災害に見舞われ、避難所が開設
されたらどんな暮らしになるのか、実際に
備蓄されている物品等の展示を行い、体験
ができます。

◎スタンドパイプ放水訓練
　昨年度に町内全24地区に配備した、給水
栓を使用した、住民による初期消火のため
のスタンドパイプの放水体験ができます。

◎防災フェア

＝参加団体＝
・ＮＴＴ東日本　・ＬＰガス協会
・大磯町消防団　・陸上自衛隊
・建築士事務所協会　等

国府小学校会場の訓練内容

チ
ラ
シ
を
全
戸

配
布
し
て
い
ま
す


